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食
しょく

事
じ

の前
まえ

には、ていねいに手
て

洗
あら

いをした。 

手
て

洗
あら

いは 食
しょく

中
ちゅう

毒
どく

予
よ

防
ぼう

の基
き

本
ほん

です。

食
しょく

事
じ

の前
まえ

には、せっけんでよく洗
あら

いま

しょう。 

感
かん

謝
しゃ

の気
き

持
も

ちをもって食
た

べた。 

いただきます！ 

食
た

べ物
もの

を食
た

べることができるの

は、農
のう

家
か

や多
おお

くの人
ひと

々
びと

のおかげです。

残
のこ

さず食
た

べましょう。 

よくかんで食
た

べた。 

もぐ 

 もぐ 

だ液
えき

がたくさん出
で

て虫
むし

歯
ば

を予
よ

防
ぼう

した

り、食
た

べ物
もの

の 消
しょう

化
か

が良
よ

くなります。一
ひと

口
くち

30回
かい

くらいかむようにしましょう。 

おやつは量
りょう

と時
じ

間
かん

を決
き

めて食
た

べた。 

おやつを食
た

べすぎたり、時
じ

間
かん

を決
き

め

ずに食
た

べていると、おなかがいっぱい

になって、大
たい

切
せつ

な三
さん

度
ど

の 食
しょく

事
じ

が食
た

べ

られなくなります。 

食
しょく

事
じ

の準
じゅん

備
び

や後
あと

片
かた

付
づ

けをした。 

できることは、自
じ

分
ぶん

からすすんで

お手
て

伝
つだ

いしましょう。 

今
こん

年
ねん

度
ど

もあとわずかとなりました。３月
がつ

は学
がく

年
ねん

最
さい

後
ご

のまとめの月
つき

です。一
いち

年
ねん

間
かん

どのような 食
しょく

生
せい

活
かつ

を送
おく

ってきたか、ふりかえってみましょう。 

 

食
しょく

事
じ

のマナーを守
まも

った。 

食
しょっ

器
き

を持
も

たずに食
た

べたり、ひじを

ついて食
た

べていませんか？まわりの

人
ひと

と気
き

持
も

ちよく、楽
たの

しい 食
しょく

事
じ

にする

ため、マナーを守
まも

りましょう。 

 

 

 

 

自
じ

分
ぶん

ができたと思
おも

うことに「○」、時
とき

々
どき

できたことに「△」、できなかった

ことに「×」の印
しるし

をつけましょう。 

 

×のところは･･･ 

新
しん

年
ねん

度
ど

の目
もく

標
ひょう

にしましょう！ 

よくがんばりましたね！ 

これからもその 調
ちょう

子
し

です！ 

毎
まい

日
にち

できるようにしましょう！ 

○のところは･･･ 

△のところは･･･ 

好
す

き嫌
きら

いせず、いろいろな食
しょく

品
ひん

を食
た

べた。 

苦
にが

手
て

な食
た

べ物
もの

の中
なか

にも、大
たい

切
せつ

な栄
えい

養
よう

が

あります。苦
にが

手
て

な食
た

べ物
もの

でも、まずは一
ひと

口
くち

食
た

べてみましょう。 

主
しゅ

食
しょく

（ご飯
はん

やパンなど）、主
しゅ

菜
さい

（肉
にく

、魚
さかな

、

卵
たまご

、大
だい

豆
ず

製
せい

品
ひん

）、副
ふく

菜
さい

（野
や

菜
さい

など）、汁
しる

物
もの

、

果
くだ

物
もの

などを組
く

み合
あ

わせて食
た

べましょう。 

 

栄養
えいよう

のバランスを考
かんが

えて食
た

べた。 

朝
あさ

ごはんを食
た

べることで、からだや

脳
のう

が目覚
め ざ

め、勉
べん

強
きょう

や運
うん

動
どう

をするための

エネルギーのもとになります。 

朝
あさ

ごはんを毎
まい

日
にち

食
た

べた。 

しょくいくだより 
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